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12
月
９
日
、
達
増
拓
也
知
事
に
対
し

２
０
２
５
年
度
岩
手
県
予
算
に
関
す
る

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
▽
物

価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
り
、
地

域
経
済
を
立
て
直
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら

命
と
健
康
を
守
る
▽
東
日
本
大
震
災
津

波
の
復
興
▽
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
新
た
な
県
政
へ―

の
３
部
構
成
で
す
。 

 

斉
藤
県
議
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

（
時
給
59
円
）
を
中
小
企
業
が
実
際
に

行
う
に
は
、
県
の
賃
上
げ
支
援
金
の
継
続

実
施
が
必
要
だ
と
力
説
。「
補
助
単
価
や

対
象
人
数
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
な
ど

拡
充
す
べ
き
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

ま
た
、「
採
算
が
取
れ
な
い
」「
職
員
確

保
が
困
難
」
と
の
理
由
で
特
養
ホ
ー
ム
の

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
と
指
摘
し
、「
介

護
崩
壊
」
を
防
ぐ
た
め
に
国
庫
負
担
の
増 

 

12
月
23
日
の
臨
時
県
議
会
で
、
県

独
自
の
賃
上
げ
支
援
金
を
拡
充
し
、
時

給
60
円
以
上
引
き
上
げ
た
中
小
企
業

に
従
業
員
１
人
あ
た
り
６
万
円
、
最
大

50
人
分
、
３
０
０
万
円
を
支
給
す
る

補
正
予
算
（
19
億
４
千
万
円
、
３
万

人
分
を
想
定
）
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
賃
上
げ
支
援
金
に
は
、
想
定

を
上
回
る
２
８
９
６
件
（
２
０
４
１
４

人
分
、
10
億
２
０
７
０
万
円
）
の
申

請 

達増知事に申し入れる(左から)千田美津子前県議、斉藤県議、(右から)
吉田恭子副委員長、高田一郎県議、菅原則勝県委員長（１２月９日） 

 

額
を
要
求
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

県
立
病
院
は
今
年
度
90
億
円
の
赤
字

の 

 

請
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
補
正
予
算
に
は
▽
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

価
格
高
騰
対
策
費
▽
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
・
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
対
す
る
支
援

金
▽
社
会
福
祉
施
設
と
医
療
施
設
で

の
光
熱
費
や
食
材
費
の
値
上
げ
分
の

支
援
▽
配
合
飼
料
購
入
費
や
和
牛
繁

殖
の
か
か
り
増
し
経
費
の
一
部
補
助

―

な
ど
の
物
価
高
騰
対
策
（
総
額
55

億
円
）
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

師
は
わ
ず
か
23
人
増
員
と
い
う
も
の

で
す
。
最
終
案
の
具
体
化
と
し
て
県
立

紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
条
例

が
先
行
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
紫
波

町
議
会
は
、「
紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採
択
。

「
紫
波
町
の
医
療
と
福
祉
を
守
る
会
」

は
、
１
３
６
８
筆
の
署
名
を
集
め
医
療

局
長
に
緊
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
本
会
議
で
議
案
に
対

す
る
質
疑
に
立
ち
、
紫
波
地
域
診
療
セ

ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て
、
町
議
会
の

意
見
書
を
踏
ま
え
医
療
局
は
地
域
住

民
に
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
、
廃

止
条
例
を
強
行
す
べ
き
で
は
な
い
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、「
久
慈
地
域
医
療
を
守
る
会
」

は
、
県
立
久
慈
病
院
の
医
師
確
保
と
機

能
の
充
実
を
求
め
７
４
４
４
筆
の
署

名
を
添
え
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

小原医療局長（左）に紫波地域診療センターの
存続を要請する会の皆さん（１２月４日） 
 

 

12
月
県
議
会
で
、
４
年
連
続
で
全

市
町
村
で
の
福
祉
灯
油
を
実
施
す
る

補
正
予
算
（
３
億
９
千
万
円
余
、
11
万

２
１
６
０
世
帯
が
対
象
）
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

「
県
立
病
院
等
の
経
営
計
画
」
（
２

０
２
５―

２
０
３
０
）
最
終
案
が
示
さ

れ
、
そ
の
中
身
は
、
６
年
間
で
５
病
棟

削
減
し
看
護
師
も
１
２
０
人
削
減
、
医 

 

紫
波
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

条
例
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
（
日
本
共
産
党
と
社
民
党
が
反
対
）。 

の
見
込
み
で
す
が
、
岩

手
だ
け
で
な
く
全
国

の
民
間
・
公
立
病
院
が

減
収
と
赤
字
に
直
面

し
て
お
り
、
政
府
に
緊

急
対
策
を
迫
る
べ
き

だ
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
本
質

に
迫
る
整
理
の
仕
方

で
、
重
要
な
提
案
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
来
年

度
県
予
算
の
参
考
に

し
、
緊
急
性
の
高
い
中

身
は
早
め
に
手
を
打

っ
て
い
き
た
い
」
と
回

答
し
ま
し
た
。 

◇中小企業等事業継続緊急支援金給付事業の復活 
◇コメ不足対策、酪農･畜産農家への支援 
◇県立病院の経営計画(2025-2030)を見直し、医師･看護師の増
員で県立病院を拠点に地域医療の充実を 

◇新型コロナ感染状況の正確な情報発信と感染防止対策の徹底 
◇高すぎる国保税は協会けんぽの水準まで引き下げを 
◇特養待機者の解消、低年金で入れる特養ホームの整備 
◇第３子以降の学校給食費無償化の実施 
◇保育料の第１子からの無償化をめざす 
◇被災者の心のケア、いわて被災者支援センターの体制強化 
◇気候危機打開へ省エネ住宅の整備、省エネ家電の普及促進 
◇男女賃金格差の是正など、あらゆる場でジェンダー平等を 
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  【
11
月
】 

9
日 

ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
考
え
る
集
い 

14
日 

県
立
病
院
問
題
調
査
（久
慈
市
副
市
長
、

久
慈
地
域
の
医
療
を
守
る
会
、
久
慈

病
院
院
長
） 

15
日 

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理
事

等
と
懇
談 

18
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
県
議
会
商
工
観

光
政
策
研
究
会
意
見
交
換
会 

19
日 

９
条
改
憲
ノ
ー
！
昼
デ
モ
、
県
政
要
望

を
聞
く
会 

21
日 

県
立
病
院
問
題
調
査
（紫
波
町
長
、
紫

波
町
の
医
療
と
福
祉
を
守
る
会
緊
急

集
会
） 

23
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

24
日 

城
東
地
区
９
条
の
会 

25
日 

議
運
、
県
立
病
院
問
題
調
査
（特
養
ホ

ー
ム
に
い
や
ま
荘
施
設
長
、
紫
波
地
域

診
療
セ
ン
タ
ー
長
） 

26
日 

12
月
県
議
会
開
会
、
建
設
業
協
会
盛

岡
支
部
と
の
懇
談
会
、
懇
親
会 

28
日 

不
登
校
フ
ォ
ー
ラ
ム 

【
12
月
】 

2
～
4
日 

本
会
議
・一
般
質
問
（４
日
に
議

案
に
対
す
る
質
疑
） 

3
日 

久
慈
地
域
の
医
療
を
守
る
会
が
知
事
・

医
療
局
長
に
県
立
久
慈
病
院
の
医
師

確
保
を
要
請
（７
４
４
４
筆
の
署
名
提

出
） 

4
日 

紫
波
町
の
医
療
と
福
祉
を
守
る
会
が

知
事
・医
療
局
長
に
紫
波
地
域
診
療
セ

ン
タ
ー
の
存
続
と
入
院
ベ
ッ
ド
の
確
保

を
求
め
る
要
請
（１
３
６
８
筆
の
署
名

提
出
） 

5
日 

文
教
委
員
会 

7
日 

は
た
や
ま
和
也
参
院
比
例
代
表
予
定

候
補
と
盛
岡
駅
前
で
街
頭
演
説 

8
日 

木
戸
口
英
司
選
対
解
散
式 

9
日 

達
増
知
事
に
２
０
２
５
年
度
岩
手
県
予

算
に
関
す
る
申
し
入
れ
、
最
終
本
会

議
、
県
議
会
文
化
芸
術
振
興
議
員
連

盟
公
演
会
（滝
沢
篠
木
神
楽
） 

12
日 

宮
沢
賢
治
記
念
館
、
花
巻
市
博
物
館 

16
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

21
日 

「
子
ど
も
・若
者
の
居
場
所
づ
く
り―

そ
の
役
割
と
課
題
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

23
日 

議
運
、
臨
時
県
議
会 

24
日 

岩
手
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
対
県

要
請 

 

２
０
２
３
年
度
の
「
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不

登
校
等
生
徒
指
導
上
の

諸
課
題
に
関
す
る
調
査

の
結
果
」
が
公
表
さ
れ
、

岩
手
県
分
が
文
教
委
員

会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

い
じ
め
の
認
知
件
数

は
、
７
８
６
２
件
で
前
年

度
比
３
９
４
件
減
少
、
小

学
校
で
は
５
４
２
件
減

少
し
ま
し
た
が
、
中
学

校
、 
係
、
教
師
と
の
関
係
が

あ
る
こ
と
。
ま
た
、「
宿

題
が
で
き
な
か
っ
た
」

「
授
業
が
分
か
ら
な

い
」
な
ど
、
詰
め
込
み

や
管
理
、
競
争
教
育
で

苦
し
ん
で
い
る
生
徒
の

状
況
が
示
さ
れ
て
い
る

と
指
摘
。
子
ど
も
の
多

様
な
実
態
、
声
か
ら
不

登
校
問
題
の
解
決
に
あ

た
る
こ
と
が
必
要
と
述

べ 

校
、
高
校
、
特
別
支
援
学
校
で
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
解
消
率
は
82
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
小
中
高
全

体
で
３
０
５
２
人
と
前
年
度
か
ら
４
６

４
人
増
で
過
去
最
多
に
。
小
学
校
低
学

年
で
の
急
増
が
特
徴
で
す
。
斉
藤
県
議

は
、
文
部
科
学
省
の
委
託
調
査
で
の
不

登
校
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
の
回
答
で

は
、「
い
じ
め
被
害
を
訴
え
て
い
る
」「
仲

の
良
い
友
達
が
い
な
い
」「
先
生
と
合
わ

な
か
っ
た
」
な
ど
、
い
じ
め
、
友
人
関

あ 

  

の
保
護
者
の
２
割
が
離
職
し
て
い
る

と
の
報
道
を
紹
介
し
、
と
も
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
保
護
者
へ
の
支
援
の

必
要
性
も
強
調
し
ま
し
た
。 

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
調
査
で
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

の 

 

な
っ
て
い
ま
す
。
高
田
一
郎
県
議
は
、

農
業
破
壊
と
も
い
う
べ
き
財
政
制
度

審
議
会
の
建
議
に
つ
い
て
厳
し
く
抗

議
す
べ
き
だ
と
追
及
。
県
側
は
、「『
食

料
自
給
率
の
向
上
を
過
度
に
重
視
す

る
こ
と
は
不
適
当
』
な
ど
と
し
て
お

り
、
農
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
農
家
が

安
心
し
て
営
農
で
き
る
よ
う
農
業
予

算
の
増
額
な
ど
一
層
国
に
働
き
か
け

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
の
「
集
落
機
能
加
算
」
が
来
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
問

題
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、

奥
州
市
や
西
和
賀
町
な
ど
７
市
町

村
・
43
集
落
・
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

取
り
組
ま
れ
、
参
加
集
落
も
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
継
続
を
求

め
ま
し
た
。 

農林水産委員会で質疑に立つ高田県議（１２月５日） 

 

財
務
省
の
財
政
制
度
審
議
会
が
11

月
29
日
に
ま
と
め
た
建
議
で
は
、「
食

料
自
給
率
の
向
上
は
不
適
当
」「
農
業

予
算
は
減
ら
す
べ
き
」「
飼
料
用
米
は

ゼ
ロ
に
」「
備
蓄
米
の
削
減
」「
国
民
に

支
え
ら
れ
て
い
る
農
業
の
構
造
転
換

を
図
る
べ
き
」
な
ど
、
農
業
の
役
割
を

全
面
的
に
否
定
す
る
異
常
な
内
容
と

な
っ
て 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（１２月５日） 

 

12
月
24
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
実

行
委
員
会
は
、
第
69
回
県
母
親
大
会

の 

八重樫副知事(左)に要請する県母親大会
実行委員会の皆さんと同席する県議団 

の
申
し
合
わ
せ
・
決
議
・
宣
言
に
基

づ
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 
重
点
項
目
と
し
て
、
◇
全
国
の
自
治

体
の
約
３
割
が
実
施
し
て
い
る
学
校

給
食
の
無
償
化
を
国
に
強
く
要
請
し
、

県
と
し
て
も
施
策
を
講
じ
る
こ
と
◇

医
師
偏
在
に
よ
り
生
じ
て
い
る
地
域

医
療
格
差
を
解
消
し
、
県
内
の
無
医
地

域
（
24
地
区
）
に
対
し
県
民
の
命
と

健
康
を
守
る
医
療
政
策
を
拡
充
す
る

こ
と―

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

医療機関の事業と経営維持のための診療
報酬の再改定、補助金等の財政的支援を求
める請願⇒一部採択（※１） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 × ○ 

「給特法」(※２)の廃止及び実効性ある学校
の働き方改革を求める請願･意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 × ○ 

家族従業者の人権保障と女性の自立促進
の支障となっている所得税法第５６条廃
止を求める請願⇒不採択 

○ × × × × × × × 欠 × × 

※１ 請願項目２「国による支援がない場合は、県として財政支援を行うこと」は不採択  ※２「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」 

１２月７日、日本共産党の参院比例予定候補・
はたやま和也さん（宮城県石巻市出身、活動地域：
北海道・東北・北関東）が盛岡駅前で街頭演説を
行いました。はたやまさんは、物価高騰で中小業
者や国民が苦しむもと、衆院選で自民党の裏金問
題に怒りが広がり、臨時国会では共産党が「カネ」
で動く政治を終わらせようと法案を提出し、他党
とも協力していると紹介。消費税減税やインボイ
ス中止を呼びかけ、５５０兆円に膨らむ大企業の
内部留保への時限的課税は「理屈も実行可能性も
十分にある」と述べ労働者の賃上げを訴えました。 

１月１５日（水）午後６時 

２月１９日（水）午後６時 

予約電話番号：６５１-５８８１ 


